
  
～ 今週の言葉 ～ 

「 我以外皆我師 」 
～ 吉川英治（作家） ～ 

 

令和 ３年 ６月 １８日（金）発行 第１２号 

成長を続けるために･･･ 
市中体連大会がひと段落しました。県大会に駒を進めた人、心に誓った自らの目標を達成できた人、

仲間と一体感を味わいながらプレーできた人、試合後、やりきれたことに胸がいっぱいになった人･･･。 

世の中には「様々な勝利」があると思います。「勝った」「負けた」だけでなく、様々な勝利を心に刻んでいく･･･

これが、今後成長していく上で、何より大切なことではないでしょうか。 

ましてや、私たちはまだ一年生です。先輩たちの姿や思いを、「贈り物」として受け取って、ここから、また階段

を一つ上りたいところです。これからの毎日毎日があなたに多くの実りをもたらしてくれることを切に願います。 

 

さて、国語の授業で『ちょっと立ち止まって』という説明文を学習しました。 

筆者は、右の図を例にして、「自分ではＡだと思っていたものが、人からＢともいえ

ると指摘され、なるほどそうもいえると教えられた経験は多いことだろう」と、問題を

提示します。 

さらに、人の、物の見方や捉え方について、「ひと目見たときの印象に縛られ、一面

のみを捉えて、その物の全てを知ったように思いがちである。」と続けます。 

 

 国語の授業では、この教材を用いて、読み取りの仕方について学習しましたが、よくよく考えてみると、「ちょっ

と立ち止まる」ということは、人付き合いにも通じるのではないかと思います。 

例えば･･･、人は、それぞれ様々な面をもっていますが、十分にその人を理解する前に、その一面を捉え、「この人

はこんな人だ」と思い込んだり、決めつけたりすることはないでしょうか？ 

やっかいなことに、一度「こうだ」と思い込んでしまうと、違った面を見つけるためには、その思い込みを捨て去

る必要がありますが、これはなかなか難しいことで、柔軟な心が求められます。 

 

筆者は最後にこう結んでいました。「ちょっと立ち止まって、他の見方を試してみてはどうだろうか。」 

 

せわしなく過ぎていく毎日だからこそ、「ちょっと立ち止まる」心の余裕、様々な角度から、その人を捉えようと

する柔軟さ、そして、何より他者への優しいまなざしをもちたいものです。 

私たちは、他者から学び、自分を省みて、成長していくことができるのですから･･･。 

 

保護者の皆様へ  ～ 二者懇談お世話になります ～ 

夏季休業中の二者懇談について、先日、「希望書」を配布しました。日程を調整しまして、あらためて、担任より正確な

日時をお知らせいたします。なお、「希望書」の提出は、２２日(火)締め切りとなっております。 

限られた時間ではありますが、お子さんに関して、共通理解を図り、今後の成長を支援していきたいと思います。 

暑い中、また、お忙しい中とは存じますが、万障繰り合わせの上、ご来校くださいますよう、お願いいたします。 

 

※ 25日（金）から期末テスト準備期間のため、部活動中止となります。 

21日（月）      15:50頃下校 24日（木） 歯科検診          15:50頃下校 

22日（火） 基礎学力ｺﾝﾃｽﾄ(国語)    15:50頃下校 25日（金） 短縮・市吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ激励会 15:20頃下校 

23日（水） 短縮・部活動なし       15:00頃下校 気を緩めることなく、不要不急の外出はお控えください！！ 

 


